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平成22年度「看護の日」及び「看護週間」について

　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、厚生労働省及び日本看護協会では、来年度も「看護の日」及び「看護週間」

を設け、別紙実施要領に基づき諸事業を実施することになり、本会に対してもその

後援方依頼がありました。

　本事業は、国民の看護に対する関心と理解を深めるとともに、看護の明るいイメ

ージ作りにより看護職員等の就業を促進し、活気ある長寿社会づくりに寄与するこ

とを目的とするものであり、本会は来年度もこの事業を後援することにいたしまし

た。

　つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただくとともに、貴

会管下郡市区医師会等への周知方につき、ご高配賜りますようよろしくお願い申し

上げます。



厚生労働省発医政0113第1号

平成22年1月13目

社団法人目本医師会長殿

　　　　　　　羅雲樋

　　　　　　　，覇誤厚生労働事務次

　　　　　　　自働藝

平成22年度「看護の目」及び「看護週間Uの後援について（依頼）

　看護行政の推進につきましては、かねてより種々御配慮を頂いているところでありま

すが、国民の看護に関する理解と関心を高めるために、来年度も別紙実施要領に基づき、

「看護の目」及び「看護週間」を実施することといたしました。，

　つきましては、貴会の後援を賜りたくよろしくお願い致します。

　また、御承諾の上は、貴会関係諸機関、団体等においても協力が得られますよう格段

の御配慮をお願い申し上げます。



（別紙）

平成22年度　　「看護の目」及び「看護週間」実施要領

1．目　的

　　本事業は、　「看護の心」の普及啓発を通じて、国民一人ひとりの人に対する看護

についての関心を高め、理解を深めるとともに、看護の明るいイメージづくりを図

ることにより看護職員等の就業を促進し、活気ある長寿社会づくりに寄与すること

を目的とする。

2．メインテーマー

　　「5月12目は看護の日　看護の心をみんなの心に」

3．実施時期

（1）　「看護の日」　平成22年5月12日（水）

（2）　「看護週間」：平成22年5月9日（目）～15日（土）

4．主　催

　　厚生労働省及び社団法人日本看護協会

5．後　援

　　文部科学省、社団法人目本医師会、社団法人日本歯科医師会、社団法人日本薬剤師

会及び社会福祉法人全国社会福祉協議会

6　協　賛

　　社団法人日本病院会、社団法人日本医療法人協会、社団法人日本精神科病院協会、

社団法人日本助産師会、社団法人全日本病院協会、社団法人全国自治体病院協議会、

社団法人日本精神科看護技術協会及び財団法人日本訪問看護振興財団等

7．内　容

　　「看護の日」及び「看護週間」における具体的な実施事業については、各都道府県

において関係各機関との協議の上定めるものとするが、その実施に当たってけ次の内

容を盛り込むこととする。



（1）各種催し物等の開催

　　　「看護の目」及び「看護週間」の趣旨について国民に周知を図るとともに、国民

　一人ひとりに対する看護についての関心を高め、理解を深めるため、看護フォーラ

　ムを開催するほか、各都道府県において記念式典、講演会等を開催すること。

　　看護フォーラム　　目時：平成22年5月9目（目）

　　　　　　　　　　　　場所：よみうりホール（千代田区有楽町）

　　　　　　　　　　　　内容：公開シンポジウム等

（2）看護に親しむ活動の推進

　　中学生、高校生を含め広く社会全般から参加者を募集し、病院、老人ホーム等で

　の一目看護体験やボランティア活動を行い、高齢者や病弱者に対する看護について

　の関心を高め、理解を深めること。また、国民の看護に親しむ活動が一層推進され

　るよう、一日看護体験等の活動のまとめについて積極的に発表の機会を設けること。

（3）ポスター、チラシ、新聞、テレビ、ラジオ等による広報活動

　　ポスターの掲示やチラシの配布とともに、新聞、雑誌、広報誌、テレビ、ラジ

　オ等によって「看護の日」及び「看護週間」の趣旨や関連行事等の実施について

　の広報活動を行うこと。

（4）　「看護の日」のテーマソングの普及

　　テーマソングを関連の諸事業において愛唱することにより、　「看護の日」及び

　　「看護週間」について広く国民に周知を図ること。

（5）看護の基礎的知識及び技術の普及

　　看護や介護に関する認識を深めるため、－新開、テレビ等による紹介のほか、座

　談会の開催や病院などの施設の見学などを実施すること。

　　また、健康相談事業や家庭看護教室の開催、パンフレットの配布、各種展示コ

　ーナーの設置、訪問看護の紹介等を行うこと。








